
 
平成２９年度 第１回 

あかいわ創生有識者会議：資料２ 

総合戦略に基づく施策の進行管理（ＰＤＣＡサイクル）について 

 

●総合計画と総合戦略の関係 

 

本市の最上位計画である「第２次赤磐市総合計画」は、人口減少・少子高齢

社会の到来を前提とした中で赤磐市がさらに発展していくためには、人と人、

人と地域の絆が大切にされ、市民、地域、事業者、行政がともに支えあい、協

働によりまちづくりが進められることが必要であることから、各主体が具体的

に果たすべきことを共有できる指針として策定しました。 

一方、「赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、「第２次赤磐市総合

計画」の方針を踏まえ、人口減少問題に対応し、持続的な発展に向けて取り組

むため、同総合計画を重点化し、「まち・ひと・しごと」の創生に向けた対策

を示したものです。 

 

＜体系図＞ 
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第２次赤磐市総合計画 

赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

基本構想 基本計画 実施計画 

ひと

の創生

まち

の創生

しごと

の創生

重点戦略Ⅰ 
安心して子育てができ、次代を

担うひとが育つまちを創る 

重点戦略Ⅱ 
経済・産業に活力があり、ひと

が集まるまちを創る 

重点戦略Ⅲ 
多彩な人材の活躍により、地域

が活性化しているまちを創る 



●総合戦略のＰＤＣＡサイクルの推進とチェック体制 

 

総合戦略に基づき実施した施策の点検・見直しについては、市長を本部長と

する「あかいわ創生推進本部」による内部評価を実施するほか、産官学金労言

民からなる委員で構成される「あかいわ創生有識者会議」において、より客観

的に施策の進捗状況を適切に把握し、取組の効果を検証する外部評価を行うこ

とで、継続的な業務改善を図り、効果的・効率的な地方創生を進めます。 

 

＜体系図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あかいわ創生有識者会議 

案の提示 

案の検討、 
意見及び提言 

あかいわ創生推進本部（本部長：赤磐市長） 

-Ｐｌａｎ（計画）- 

○ 人口ビジョンの策定 

○ 総合戦略の策定・修正 

-Ｄｏ（実施）- 

○ 総合戦略に基づく施策の推進 

○ 評価結果に基づき改善した施策の推進 

-Ｃｈｅｃｋ（評価）- 

○ 施策の進捗状況、成果及び効果 

の検証・評価 

-Ａｃｔｉｏｎ（改善）- 

○ 評価結果に基づく施策の改善 

○ 評価結果に基づく総合戦略の修正 

あかいわ創生推進本部（本部長：赤磐市長） 

進捗状況・成果等の 

検証・評価 

あかいわ創生有識者会議 

進捗状況・成果等の 

報 告 



 
平成２９年度 第１回 

あかいわ創生有識者会議：資料２ 

●総合戦略に係る重点戦略-戦略プログラムの事業評価シート（資料3）の評価方法について 

 

評価方法及び配点 総 合 評 価 

重要業績評価指標(KPI)進捗状況評価 

≪30ﾎﾟｲﾝﾄ×平均進捗率≫ 

（満点） 

30ﾎﾟｲﾝﾄ 100ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

 

A 

～１００ 

戦略プログラムの進捗状況は、 

非常に良好であり、事業効果も 

現れている。 

 

B 

～８０ 

戦略プログラムの進捗状況は、 

良好であり、事業効果も現れ 

つつある。 

 

C 

～６０ 

戦略プログラムの進捗状況は、 

概ね良好であるものの、事業効 

果が現れるまで時間を要する。 

 

D 

  ～４０ 

戦略プログラムの進捗状況は、 

良好でなく、事業効果も現れて 

いないものがある。 

 

E 

  ～２０ 

戦略プログラムの進捗状況は、 

遅れており、事業効果も現れて 

いないため、事業の見直しが必 

要である。 

重点施策事業評価 

≪70ﾎﾟｲﾝﾄ×(平均達成度のAvg÷５)≫ 

（満点） 

70ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

計画以上の事業実績及び事業効果があ

り、先進的な事業の実施が行えた。 

 

5 

 

計画どおりの事業実績及び事業効果が

あり、次年度以降の事業計画も予定ど

おり実施される。 

 

4 

 

事業計画がやや遅れがちなところがあ

るものの、概ね計画どおりの事業実績

及び事業効果がある。 

 

3 

 

事業計画が遅れており、事業実績及び

事業効果が低調である。 

 

2 

 

事業計画が大幅に遅れており、計画どお

りの事業実績及び事業効果を得ることが

できず、事業計画等を見直す必要がある。 

 

1 

 

  



 
平成２９年度 第１回 

あかいわ創生有識者会議：資料２ 

●平成28年度 重要業績評価指標(KPI)進捗率の算出方法について 

 

 ○５年間の累計について、各年の重要業績評価指標(KPI)がある場合 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 平成２８年度進捗状況 計算式 進捗率 

婚活支援による成婚組数（6 組×5 年） 

30 組（平成 27 年度～平成 31 年度までの累計） 

平成 28 年度 ０組 

⇒平成 28 年度末までの累計 2 組 

２組÷（６組×２年）×１００ 

 ⇒  
１７％ 

       ２年目の分母は６組×２年＝１２組 

 ○５年間の累計で重要業績評価指標(KPI)の達成を目指す場合 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 平成２８年度進捗状況 計算式 進捗率 

ＧＡＰ認証等の取得 

※雄町米、誉乃 AKASAKA、黄ニラ等 

平成 26 年度末 0 団体 ⇒ 平成 31 年度末 3 団体 

平成２８年度末 1 団体 
１団体÷３団体×１００ 

 ⇒  
３３％ 

    

 ○５年をかけて重要業績評価指標(KPI)の達成を目指す場合 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 平成２８年度進捗状況 計算式 進捗率 

新規就農者数 平成 26 年度末までの５年間 39 人 

⇒ 平成 31 年度末までの５年間 60 人（累計 21 人増

加） 

平成 28 年度 10 人 

⇒平成 28 年度末累計 56 人 

（17 人/21 人） 

56÷60×１００ 

 ⇒  
９３％ 

    

※重要業績評価指標(KPI)が達成された場合 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 平成２８年度進捗状況 計算式 進捗率 

有効求人倍率(和気公共職業安定所管内) 

平成 26 年度平均 0.92 ⇒ 平成 31 年度平均 1.13 
1.23 

1.23÷1.13×１００ 

 ⇒  

１０９％ 

⇒１００％ 

 


